
 

 
 

奈良県産業振興総合センター内に、３D メタルプリントシステムを設置しました。３D メタルプリント

システムは熱で溶かした原材料を３D 形状に積層して製品を造形する技術で、CAD データを元に自在の形

状を造り出すことができます。 

今回設置した３Dメタルプリントシステムは、樹脂３Dプリンタで安定した実績のある FDM（熱溶解積

層方式）を採用し、また、比較的導入しやすい価格帯であることから多くの関心が寄せられております。

当センターでは先行してノウハウの蓄積や有用性の検証を行い、その結果について情報発信していきたい

と考えております。時代のニーズに応えるものづくりについて、みなさまと共に研究してまいります。 

担当：産業技術研究部 機械・電気・材料グループ 多川 信也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形→脱脂→焼結工程を経て金属製品

が完成します。これら全ての工程の条件

は自由にカスタマイズ可能で、使用者の

腕が試される仕様になっております。よ

り質の高いノウハウ・技術をご提供する

ため、我々は研究を続けてまいります。

今後ともよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規設備紹介：３D メタルプリントシステムを導入しました！ 
公益財団法人ＪＫＡ令和３年度機械振興補助事業 

 

これらの設備機器は、公益

財団法人 J K A の機械工業

振興補助事業により導入・

設置しました。  

フィラメント材料 

（SUS316L） 

装置の外観等（販売会社より抜粋）  

脱脂・焼結 金属製品 

EMC 測定･対策材料評価システム  
装置のメーカー／型番など  

脱脂・焼結用電気炉  7 i n c h タッチパネル  デュアルヘッドノズル  

３Dプリント 


